
沖縄県保健医療介護部 医療政策課

令和８年度 第２回南部地区医療提供体制協議会

外来医療計画の改定について
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資料２



外来医療計画とは
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外来医療計画の概要

• 医療法第30条の４第２項第10号に基づく、医療計画における「外来医療に係

る医療提供体制の確保に関する事項」を定めたもの。

• 都道府県は、対象区域ごとに協議の場を設け、関係者との連携を図りつつ協議を

行い、その結果を取りまとめ公表。

① 外来医師偏在指標を踏まえた外来医療提供体制の状況

② 外来機能報告を踏まえた紹介受診重点医療機関の明確化

③ 外来医療に係る病院及び診療所の機能の分化・連携の推進

④ 複数の医師が連携して行う診療の推進

⑤ 医療提供施設の建物の全部又は一部、設備、器械及び器具の効率的な活用

⑥ その他外来医療に係る医療提供体制を確保するために必要な事項

外来医療に係る医療提供体制の確保に関する主な事項（医療法第30条の18の4）

3



① 外来医師偏在指標

• 外来医師多数区域…外来医師偏在指標が全二次医療圏の中で上位33.3％に

該当する医療圏。都道府県は新規開業者に対して情報提供を行い、地域で不足

する外来医療機能を担うことを求め、協議の場で合意の状況を確認する。

• 外来医師過多区域…外来医師偏在指標が「全国平均値＋標準偏差の1.5倍以

上」かつ「可住地面積あたり診療所数が上位10％以上」を基準とする。都道府県は

新規開業者に対して情報提供を行い、地域で不足する外来医療機能を担う開設

事前届出を求める。

 

外来医師偏在指標 =
標準化診療所医師数

（
地域の人口

10万
×地域の標準化受療率比） ×地域の診療所の外来患者対応割合

 

二次医療圏ごとの外来医師の多寡を統一的・客観的に比較・評価した指標

外来医療に係る医療提供体制の確保に関するガイドライン～第８次（後期）～より
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① 外来医師偏在指標

外来医療に係る医療提供体制の確保に関するガイドライン～第８次（後期）～より
5

■現行の外来医療計画

二次医療圏 外来医師偏在指標 全国順位

北 部 81.9 277/335位

中 部 88.0 241/335位

南 部 114.1 83/335位

宮 古 80.0 287/335位

八重山 100.2 164/335位

• 南部圏域を外来医師多数区域として設定。

• 地域で不足する外来医療機能について県HP、リーフレット等で情報提供し、
新規開業者の行動変容を促す。



限られた医療資源を有効に活用する観点も踏まえ行っていくべきであるが、

地域ごとに課題等も異なるため、実情及びその必要性に応じて適宜検討

を進められたい。

① 外来医師偏在指標

＜地域で不足する外来医療機能＞

• 夜間や休日等における地域の初期救急医療の提供体制

• 在宅医療の提供体制

• 産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

• その他地域医療として対策が必要と考えられる外来機能

例）

外来医療に係る医療提供体制の確保に関するガイドライン～第８次（後期）～より
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① 外来医師偏在指標
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1. 夜間休日等における地域の初期救急医療

救急病院あたりの時間外等受診者数が全国平均の2.9倍。

2. 在宅医療

訪問診療・往診の実施割合、65歳以上人口10万人あたり訪問診療・
往診を受けた患者延べ数が全国より低い水準。

3. 心筋梗塞等の心血管疾患

心不全による死亡者が増加傾向。

4. 糖尿病

人口あたりの新規人工透析導入患者が全国６位。

■現行の外来医療計画

＜地域で不足する外来医療機能＞



② 紹介受診重点医療機関

＜基準＞

• 紹介受診重点外来※に該当する患者の割合が「初診
の40%以上 かつ 再診の25％以上」

• 上記を満たさない場合は、紹介率・逆紹介率等を活用
して協議

かかりつけ医等からの紹介状を持って受診することに重点をおいた医療機関。

都道府県

外来機能報告

（外来医療の状況、意向等）

協議の場

公 表

外来医療機能の分化・連携の推進

※紹介受診重点外来

- 医療資源を重点的に活用する

入院の前後の外来

- 高額等の医療機器、設備を必

要とする外来

- 特定の領域に特化した機能を有

する外来

医療機関
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② 紹介受診重点医療機関
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圏 域 医 療 機 関 名

北 部 北部地区医師会病院、県立北部病院

中 部
国立病院機構沖縄病院、中頭病院、ハートライフ病院、

県立中部病院、中部徳洲会病院、琉球大学病院

南 部

那覇市立病院、大浜第一病院、沖縄赤十字病院、浦添総合病院、

友愛医療センター、県立南部医療センター・こども医療センター、

南部徳洲会病院、沖縄協同病院

宮 古 県立宮古病院

八重山 県立八重山病院

（令和８年４月１日現在）



① かかりつけ医機能報告の追加について

② 外来医師多数区域について

③ 不足する外来医療機能について

④ 新たな地域医療構想との関連について

外来医療計画の主な改定点
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外来に関する報告制度

外来機能報告 かかりつけ医機能報告

根拠法
医療法第30条の18の2、第30条の
18の3

医療法第30条の18の4第1項

開始時期 令和４年度～ 令和７年度～

対象
病院、有床診療所
（無床診療所は任意）

特定機能病院及び歯科医療機関を
除く、全ての病院・診療所

目的 • 紹介受診重点医療機関の明確化
• 外来機能の明確化・連携の推進

• かかりつけ医機能の充実・強化

報告内容
• 紹介受診重点外来
• 紹介受診重点医療機関となる意
向の有無 等

• １号機能
• ２号機能（時間外診療、入退院
支援、在宅医療、介護サービス等と
連携した医療） 等
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かかりつけ医機能報告制度の概要

第102回社会保障審議会医療部会
資料１
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かかりつけ医機能報告マニュアル
（医療機関用）

かかりつけ医機能報告制度の報告内容
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① かかりつけ医機能報告について

② 外来医師多数区域について

③ 不足する外来医療機能について

④ 新たな地域医療構想との関連について

外来医療計画の主な改定点
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沖縄県の外来医師偏在指標

二次医療圏 外来医師偏在指標 全国順位

北 部 75.4 303/333位

中 部 89.8 240/333位

南 部 115.5 92/333位

宮 古 79.8 290/333位

八重山 88.3 248/333位

■令和４年
（現行計画）

二次医療圏 外来医師偏在指標 全国順位

北 部 81.9 277/335位

中 部 88.0 241/335位

南 部 114.1 83/335位

宮 古 80.0 287/335位

八重山 100.2 164/335位

■令和８年

外来医師多数区域

外来医師多数区域？
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沖縄県の人口当たりの外来医療資源

沖縄県 全国
北 部 中 部 南 部 宮 古 八重山

病院 6.1 8.9 5.4 6.1 7.4 5.6 6.5 

診療所 63.2 63.5 49.2 70.2 75.9 90.1 84.4 

令和５年医療施設調査特別集計■ 人口10万人当たり医療施設数

■ 人口10万人当たり身近な８診療科一般診療所医師数

内科系 外科系 小児科 産婦人科系 皮膚科 眼科 耳鼻咽喉科 精神科系 計

沖縄県 33.4 9.2 6.3 3.6 3.0 6.1 3.0 5.4 67.0 

北 部 24.4 9.7 5.8 3.9 1.0 3.9 1.0 3.9 52.6 

中 部 28.3 6.7 5.7 2.5 3.1 5.2 2.1 3.8 54.2 

南 部 38.4 10.9 7.1 4.4 3.2 7.5 4.0 7.1 79.4 

宮 古 28.2 10.6 5.3 4.4 3.5 5.3 1.8 3.5 58.2 

八重山 35.9 9.0 3.6 1.8 1.8 1.8 3.6 1.8 57.4 

全 国 46.6 12.6 5.7 4.4 4.9 6.9 4.3 4.5 84.9 

令和６年医師・歯科医師・薬剤師統計

南部圏域の人口当たり一般診療所数・一般診療所医師数は全国平均を下回る
16



沖縄県の外来医療の受診状況
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■ 外来受療率 令和５年患者調査

25.8%

23.9%

24.7%

26.8%

21.6%

28.7%

22.1%

74.2%

76.1%

75.3%

73.2%
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71.3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

沖縄県

北 部

中 部

南 部

宮 古

八重山

全 国

■ 病院および診療所の年間外来患者対応割合

NDBデータ（令和６年４月～令和７年３月）

• 外来受療率が全国で最も

低い。

• 診療所における患者対応

割合が全国と比較して低い。
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外来医師偏在指標に関する改定案

■ 現行計画

• 南部圏域を外来医師多数区域として設定。

• 地域で不足する外来医療機能（後述）について県HP、リーフレット等で情報
提供し、新規開業者の行動変容を促す。

■ 改定案

低い外来受療率と低い診療所の外来患者対応割合により、地域の外来医療資源
を十分に反映できていない可能性がある。

 

外来医師偏在指標 =
標準化診療所医師数

（
地域の人口

10万
×地域の標準化受療率比） ×地域の診療所の外来患者対応割合

 

• 外来医師多数区域を設定しない。

• 県民への普及啓発等を行い、適切な受療行動を促した上で、外来医師多数
区域に該当するかを再検討。 18



① かかりつけ医機能報告について

② 外来医師多数区域について

③ 不足する外来医療機能について

④ 新たな地域医療構想との関連について

外来医療計画の主な改定点
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不足する外来医療機能

■ 現行計画

1. 夜間休日等における地域の初期救急医療

2. 在宅医療

3. 心筋梗塞等の心血管疾患

4. 糖尿病

■ 改定案

1. 夜間休日等における地域の初期救急医療

2. 在宅医療

3. 心筋梗塞等の心血管疾患

4. 糖尿病
各個別計画へ集約

→ 在宅医療計画と整合性を図る

20

外来医療計画では、地域の外来医療に共通する課題を中心に取り扱う



① かかりつけ医機能報告について

② 外来医師多数区域について

③ 不足する外来医療機能について

④ 新たな地域医療構想との関連について

外来医療計画の主な改定点
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厚生労働省
新地域医療構想策定ガイドライン参考資料
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令和８年度第１回地区医療提供体制協議会

資料１ 新たな地域医療構想の策定について
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新たな地域医療構想における外来医療の位置づけ

■ 現行計画

地域医療構想との関係について記載なし。

■ 改定案

「地域医療構想策定ガイドラインにおいても、入院医療だけでなく外来医

療の協議が必要とされています。今後、地区医療提供体制協議会

（地域医療構想調整会議）等において、将来に向けた外来医療提供

体制の課題を共有し、必要な取組等について協議していく予定です。」

24

次年度以降、外来や在宅医療について地域ごとに協議予定
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